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【トップニュース】 

★カモメツーリスト、こだわりの中国旅行提案 
　「ガチ旅チャイナ」で日本人中国旅行活性化目指す 

　日本人の海外旅行マーケットが回復途上にある中で、日
本の旅行会社が今年注目のマーケットとして挙げるデス
ティネーションの1つが昨年11月に日本人渡航者に対する
ビザ緩和措置が講じられた中国だ。そうした中で、長年に
わたって中国旅行を取り扱ってきたカモメツーリストはこ
のほど、新たな中国旅行ブランド「ガチ旅チャイナ」を立
ち上げて販売に乗り出した。新ブランドでは、「本当の中
国の魅力」をコンセプトに、日本ではまだ知られていない
新たな観光素材や企業向けに先端技術に触れる視察旅行な
どを提案する。 
　さら日本旅行業協会（JATA）が展開する「もっと!海外
へ」キャンペーンにも参画。さらに、インフルエンサーなど
中国の魅力を良く知る人々との接点拡大を図り、コロナ禍
前とは異なる視点を入れたツアー造成を図っていくこと
で、若年層を始めとした新たな需要の獲得にも力を入れ、
中国旅行の活性化を目指す。 

　新たなビザ免除措置がツアーの幅広げる契機に 
　コロナ禍中に豪華列車など新たな素材登場 

　中国はコロナ禍において長く外国からの旅行者の受け入
れを制限してきたが、昨年11月に中国政府が日本人訪問客
に対して30日以内の滞在におけるビザ免除措置を発表。中
国渡航に対するハードルが下がる格好となった。 
　コロナ禍前はビザ免除の対象滞在期間が15日となってい
たが、これが30日間に延長されたことで「旅行造成の幅が
広がることになる」とカモメツーリストの石毛二郎国内・
海外旅行事業部事業推進開発本部長はこのように話す。 
　中国旅行に出かけやすい環境が整う中で「これまでと変
わらない商品を提供していては市場が伸びないと考えてお
り、より差別化していく必要に迫られている」（石毛本部
長）ことから、同社が新たな中国旅行として提案したのが
「ガチ旅チャイナ」だ。 
　新ブランドのコンセプトとして掲げたのが「本当の中国
の魅力」。石毛本部長を始め、同社のスタッフが中国に深
く関わってきた想いをツアー造成に込めた。 
　ガチ旅チャイナの目玉企画の1つとして用意したのが、コ
ロナ禍の中で登場した豪華列車「星光・瀾湄号」の旅だ。
同列車は雲南省の昆明をベースに運行されるもので、現在
は昆明と隣国であるラオスの首都ビエンチャンを結ぶ国際

列車として運行されている。 
　カモメツーリストはこの列車に乗車する9日間の旅「雲
南・ラオス秘境の旅」を企画した。このツアーでは中国南
部の少数民族に触れたり、この地域ならではの絶景を列車
で楽しめる内容となっている。 
　このほか、日本でも「ガチ中華」として本場の中華料理
に対する関心が高まっていることかあ、専門家監修のも
と、四川料理を食べ尽くす食体験ツアーも用意した。 

　法人向けの視察旅行にも注力 
　電気自動車やAI関連企業を訪問 

　ガチ旅チャイナではレジャー旅行だけでなく、法人向け
の商品を提案する。その1つとして現在用意しているのが、
中国の電気自動車メーカーや自動運転関連の企業をアレン
ジして、視察を行う企画を用意した。 
　石毛本部長は「EV関連だけでなく、人工知能やエネル
ギー関連など、さまざまな先端技術関連の企業があるの
で、そうしたものをアレンジする企画なども展開していき
たい」と話す。 

　JATAの「今こそ!海外」企画に参画 
　パスポート補助キャンペーンに10商品対象 

　さらに同社は日本旅行業協会（JATA）が展開する海外旅
行需要喚起企画「もっと!海外へ」キャンペーンに参画。同
キャンペーンで展開する新パスポート取得サポートキャン
ペーンに星光・瀾湄号の商品を含め約10商品を対象商品と
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して設定した。 
　同社は新たにパスポートを取得し、対象となる海外旅行
商品を申込した先着100人に対して、旅行代金から5000円
から1万円を割り引くことにしている。 

　インフルエンサーら巻き込み新機軸を 
　訪日事業で培った関係活かし素材掘り起こし 

　石毛本部長は今後の中国旅行について「若年層をもっと
クローズアップしていきたい」と話す。中国は古代文明の遺
産から未来技術の進歩まで多彩な観光魅力を持つ。そうし
た部分を新たな視点で掘り起こしていき、より深みのある
ツアー造成を図っていきたい考えだ。 
　その一環として「中国の良さをSNSなどを通じて紹介し
ている人が最近増えており、そのような人たちと接点を構
築し、旅行会社としての目線とはまた違った切り口でツ
アー造成を行っていきたい」と話し、インフルエンサーな
どとの接点を構築し、新機軸の旅行商品を開発していきた
い考えを示した。 
　さらに石毛本部長は「グループ会社で訪日事業を取り
扱っているが、中国からの訪日インバウンド需要が拡大し
ていく中で、中国各地のさまざまな観光関係者との接点も
できつつある。そうした人たちとのコミュニケーションも
より緊密なものとしていきたい」と話し、同社がこだわる
「本当の中国の魅力」を掘り起こして、日本の旅行者によ
り深みのある中国旅行商品を提供していきたいと意気込み
を示した。 

※カモメツーリストの「ガチ旅チャイナ」ウェブサイト 
https://chinago.kamome-travel.jp/index.html

※画像＝中国旅行活性化へ「本当の中国の魅力」を伝える旅を提案
（画像は「ガチ旅チャイナ」のウェブサイト） 

【旅行関連】 

★アジア・アジアパラ大会の初のパートナーに 
　東武トップ、来年愛知大会の関係者輸送担当 

　東武トップツアーズは、愛知・名古屋アジア・アジアパラ
競技大会組織委員会とのパートナーシップ契約を締結し、
アジア・オリンピック評議会（OCA）の公認スポンサー以
外では初めて。来年、愛知県・名古屋市で開催される第20

回アジア競技大会・第5回アジアパラ競技大会で、「Tier2：
オフィシャルパートナー」として両大会をサポートし、「旅
行業（大会関係者輸送及びその他関連サービス）」のカテ
ゴリー・パートナーとなる。契約期間は来年12月31日ま
で。 
　アジア競技大会は2026年9月19日から10月4日まで、名
古屋市瑞穂公園陸上競技場をメイン会場に開催される。ア
ジア45の国と地域から最大1万5000人の選手団が参加し、
41競技が実施される見込み。続くアジアパラ競技大会も同
地域で開催される。 
　この契約により、同社は大会関係者の輸送および関連
サービスを担当。国内外から集まる選手団、大会関係者、
メディア関係者などの移動をサポートし、大会の円滑な運
営に寄与する。 

★高速道路が定額利用可能な信州めぐりフリーパス 
　ETC車限定の企画割引、2日間と3日間用 

　NEXCO東日本とNEXCO中日本は、信州キャンペーン実
行委員会と連携して4月1日から、長野県内の高速道路が定
額で乗り降り自由となるETC車限定の企画割引「信州めぐ
りフリーパス」を発売する。このパスを利用することで、
車山スカイテラスや栂池自然園など、魅力ある信州を存分
に巡ることができる。 
　今回のフリーパスは「首都圏出発プラン」、「名古屋出
発プラン」、「周遊プラン」の3つのプランから選ぶことが
でき、どのプランにも長野県内の観光施設入場料割引など
の特典が付いている。 
　利用期間は4月1日からで、連続する最大2日間または3日
間となる。料金は、首都圏出発プランは、2日間普通車
8700円（軽自動車6600円）、3日間普通車9700円（軽自
動車7600円）となり、名古屋出発プランは、2日間普通車
1万円（軽自動車8000円）、3日間普通車1万1000円（軽
自動車9000円）となっている。なお周遊プランは2日間の

※写真＝長野県内の高速道路乗り降り自由な信州めぐりパスフリー
パスを発売


